
株 主 の皆様へ

平成27年4月1日から平成27年9月30日まで

第112期 中間報告書

［証券コード：6333］

〒679-4395 兵庫県たつの市新宮町平野60番地
TEL 0791-75-0411（代表）

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証

券会社等）で承ることとなっております。株主名簿管理人（三井住友信託銀行）ではお取扱いできませんのでご
注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託
銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店にてもお取次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三井住友信託銀行本支店でお支払いいたします。

■ 事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

■ 定 時 株 主 総 会 毎年6月

■ 基 準 日 定時株主総会　3月31日
期末配当　　　3月31日
中間配当　　　9月30日
その他必要がある場合、あらかじめ公告する一定の日

■

■

株 主 名 簿 管 理 人

同 連 絡 先

三井住友信託銀行株式会社

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120-782-031（フリーダイヤル）

■ 公 告 の 方 法 電子公告により行う
公告掲載URL　http://www.teikokudenki.co.jp/
(ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告いたします。）

■

■

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
TEL　0120-094-777（フリーダイヤル）

株主メモ



株主の皆様へ

成長の鍵は海外市場−−−
エリアごとの商機を見据え、
シェア拡大を目指してまいります。

代表取締役社長 宮地 國雄
（注）  「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当第2四半期連結累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており、前連

結会計年度までの四半期（当期）純利益についても科目名を統一しております。
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な
要因により大きく異なる可能性があります。

第2四半期累計 通期（単位：百万円）

当第2四半期連結累計期間の業績について
お聞かせください。

今後の市場を見据えた取り組みについて
お聞かせください。

国内市場についても少しずつ設備投資の動きが強
まってきてはおりますが、今後の成長を考えると、海
外市場のさらなる開拓が必要となってきます。

その中の最重点エリアとしては、やはりアメリカと中国です。
アメリカにおいてはシェールガス関連のプロジェクトに伴

う引き合いが確実に増加してきております。このチャンスを
活かし、アメリカ市場におけるキャンドモータポンプの認知
度向上の大きなきっかけとしてまいります。

中国においては足元では市況の悪化が報じられています
が、中長期的には品質向上、高付加価値化への取り組みが進
み、より高機能なポンプのニーズが高まることが想定されます。
その領域は当社グループの得意とするところであり、今後さ
らに注力し、シェア拡大を目指してまいります。

また新たな市場として、原油の輸出から高付加価値な石油
化学製品の生産への切り替えが進みつつあるロシア、中東等
において積極的な市場開拓を進めることで、さらなる成長を
目指してまいります。

当社グループの当第2四半期連結累計期間の業績
につきましては、売上高99億62百万円（前年同期
比2.0%増）、営業利益9億82百万円（同15.2%減）、

経常利益10億62百万円（同23.1%減）、親会社株主に帰属
する四半期純利益6億71百万円（同24.5%減）となりました。

売上については、主力のポンプ事業は、国内市場では設備
投資の緩やかな回復に伴い増加したものの、海外市場では中
国経済の減速等の影響により低調に推移しました。一方、電
子部品事業においては、受注先からの仕事量の増加により、
堅調に推移しました。

また利益面については、期初の計画値は達成することがで
きましたが、主に中国市場での粗利率の悪化や、新基幹シス
テムに関する減価償却費の増加等により販売費及び一般管理
費が増加したこと、また為替差益の減少等により前年同期比
では減益となりました。

今後の世界経済については、新興国における景気の
停滞等により全体として不透明感が増しており、当社
を取り巻く環境についても厳しさを増してきておりま

す。中でも、中国の市況悪化の影響が懸念されるところでは
ありますが、すでに表明されている公共投資が本格化すれば
インフラ等を中心に当社への恩恵も期待できます。さらに好
調なアメリカ市場に加え、国内の設備投資についても持ち直
しの動きが強まってきていることから、不調の中国市場をカ
バーしてくれるものと考えております。

中長期的には海外におけるプロジェクト案件の増加が予想
されるため、さらなる業績の拡大が期待できると考えており
ます。現在進めております新工場の建設により、生産効率の
高いラインを構築することで、機動的に対応できる生産体制
を構築し、当社グループの持続的な企業価値の向上を図って
まいります。

今期の見通しを簡単に教えてください。Q
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平成27年6月15日～6月19日の5日間、ドイツのフランクフルトにて開催さ
れた「ACHEMA2015」に出展いたしました。ACHEMAは3年に1度開催され、
化学装置全般にわたって毎回16万人以上が参加する世界最大の展示会です。

4回目の出展となる今回は、標準形やたて形リバース形のキャンドモータポンプ、
かくはん機等を展示しましたが、その中でも種々の計装品を装備したAPI685（米
国石油協会が定めた規格）準拠のキャンドモータポンプが注目を集め、多くのお
客様に当社ブースを訪問していただくことができました。

今後も当社キャンドモータポンプの優位性をアピールすることで、さらなるシェ
ア拡大を目指します。

ドイツで開催された「ACHEMA2015」に出展
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第2四半期累計 通期

ポンプ事業

83.5％

電子部品事業

14.7％
その他

1.8％

ポンプ事業

電子部品事業 その他

社外取締役 林 晃史（はやし こうじ）

株主の皆様　今年６月の株主総会で社外取締役に選任されました林　晃史と申します。
少し自己紹介をいたしますと、私は、平成２年から神戸市内で弁護士をしています。平成
２４年度には兵庫県弁護士会の会長をさせていただき、小さいながらも組織の長としての
経験も積ませていただきました。この度は縁あって当社の社外取締役に就任することにな
りましたので、よろしくお願いします。

普段の弁護士業務は、顧問先企業の法律相談を受けることや、時には代理人として事件
を受任しています。ところが今回は、社外といえども取締役として経営に参画して、当社
の重要な意思決定にかかわることとなりました。最近では、国内、国外を問わず、歴史の
ある大企業が重大な不祥事を起こして経営の危機に直面しています。このような時期に社
外取締役に就任するに際しては、私自身、身の引き締まる思いがしていますが、主にコン
プライアンスの分野などを中心にお役に立てるのではないかと思っています。

社外取締役に期待される役割は、第三者ないし株主の視点から質問し、また意見を述べ
ることによって、取締役会を活性化させ、不祥事を未然に防止することや、新たな事業に
ついて取締役の経営判断を後押しすることだと考えております。そしてその役割を果たす
ためには、社内の役員や従業員からはもちろん、株主様や取引先様等を含めた方々からの
あらゆる情報をキャッチして、自分なりに調査・分析することが不可欠です。今後とも皆
様の声を当社の経営に活かせるよう努力していきたいと存じます。

当社は、創業以来、高い技術力と堅実な経営で、キャンドモータポンプの分野ではリーディングカンパニーの地位を築いてきま
した。そしていよいよ来年には建設中の本社新工場も稼働します。私自身、今後とも当社が持続的に発展していけるよう株主様の
視点を意識しながら、社外取締役としての責任を果たしていきたいと考えています。当社は、国内はもちろん海外において更なる
飛躍をする土壌は整っていると信じています。株主の皆様には、今後とも当社を支え、応援していただければと思います。

セグメント別事業の概況

ポンプ事業は、ケミカル用モータポンプの売上はほぼ横ばいとな
り、ケミカル以外用モータポンプの売上は若干の増加となりました。
内訳をみると、ケミカル用モータポンプについては、国内外で冷凍機・
空調機器モータポンプが増加したものの、主力のケミカル機器モー
タポンプが海外で減少しました。また、ケミカル以外用モータポン
プについては、電力関連機器モータポンプ、定量注入機器ポンプと
もに海外で減少したものの、国内で増加しました。

その結果、売上高は83億17百万円（前年同期比1.2%増）、連結
売上高に占める割合は83.5%となりました。また、営業利益は、粗
利率の悪化等により9億41百万円（同13.4%減）となりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比1.2％増

電子部品事業は、受注先からの仕事量の増加により、売上高は14
億66百万円(前年同期比15.0%増)、連結売上高に占める割合は
14.7%となりました。

しかし、粗利率の悪化並びに販売費及び一般管理費の増加等によ
り、営業利益は31百万円（同13.6%減）となりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比15.0％増

その他は、昇降機等の特殊機器の売上が減少したことから、売上
高は1億78百万円（前年同期比34.5%減）、連結売上高に占める割
合は1.8%となりました。

また、営業利益は、売上の減少及び粗利率の悪化等により、9
百万円（同71.8%減）となりました。

売上高

売上高構成比

（単位：百万円）

前年同期比34.5％減

Topics

社外取締役からのメッセージ
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社 名 株式会社帝国電機製作所
TEIKOKU ELECTRIC MFG. CO., LTD.

設 立 昭和14年 9月12日
資 本 金 31億1,811万8,450円
従 業 員 数 連結 1,256名　単体 334名

本 社
〒679-4395
兵庫県たつの市新宮町平野60番地
Tel. 0791-75-0411（代表）

ホームページ http://www.teikokudenki.co.jp/

発行可能株式総数 69,200,000株
発行済株式の総数 20,400,138株
株 主 数 6,014名

国 内子会社 ・株式会社協和電機製作所
・上月電装株式会社
・株式会社帝伸製作所
・株式会社平福電機製作所
・株式会社帝和エンジニアリング

海外子会社 ・TEIKOKU USA INC.
・大連帝国キャンドモータポンプ有限公司

＊台湾帝国ポンプ有限公司
＊無錫大帝キャンドモータポンプ修理有限公司
＊済南大帝キャンドモータポンプ修理有限公司
＊成都大帝キャンドモータポンプ修理有限公司
＊Teikoku Korea Technical Service Co.,Ltd.

・TEIKOKU SOUTH ASIA PTE LTD.
・TEIKOKU ELECTRIC GmbH
・TEIKOKU KOREA CO.,LTD.
（注）‌‌＊は大連帝国キャンドモータポンプ有限公司の‌

子会社であります。

売上高
9,762

営業利益
1,157

経常利益
1,382

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
889

売上高
9,962

営業利益
982

経常利益
1,062

親会社株主に帰属する
四半期純利益
671

営業外収益
営業外費用

100
20

特別損失
法人税等合計

19
370

売上原価
販売費及び一般管理費

6,213
2,766

当第2四半期累計 （平成27年4月1日～平成27年9月30日）前第2四半期累計 （平成26年4月1日～平成26年9月30日）

現金及び現金
同等物の期首残高

9,590

現金及び現金
同等物の四半期末残高

9,590

営業活動による
キャッシュ・フロー

288

投資活動による
キャッシュ・フロー

△45

現金及び現金同等物
に係る換算差額

44

財務活動による
キャッシュ・フロー

△287

当第2四半期累計 （平成27年4月1日～平成27年9月30日）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

科　目 前期末
（平成27年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成27年9月30日現在）

資産の部

流動資産 22,222 21,887

固定資産 8,970 8,958

有形固定資産 6,425 6,596

無形固定資産 502 501

投資その他の資産 2,041 1,860

資産合計 31,192 30,846

科　目 前期末
（平成27年3月31日現在）

当第2四半期末
（平成27年9月30日現在）

負債の部

流動負債 6,308 5,552

固定負債 1,664 1,651

負債合計 7,973 7,204

純資産の部

株主資本 21,680 22,210

その他の包括利益累計額 1,538 1,432

純資産合計 23,218 23,642

負債純資産合計 31,192 30,846

四半期連結損益計算書

四半期連結貸借対照表

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 会社概要（平成27年9月30日現在） 株式の状況（平成27年9月30日現在）

大株主（上位10名）

株式分布状況

役員（平成27年9月30日現在）

グループ会社（平成27年9月30日現在）

代表取締役社長 宮 地 國 雄 常勤監査役 田 中 久 継
常務取締役 中 村 嘉 治 常勤監査役 尾　上　喜一郎
取 締 役 大 川 貴 広 社外監査役 長谷川　克　博
取 締 役 白 石 邦 記 社外監査役 曾 我 　 巖
取 締 役 舟 橋 正 晴
取 締 役 頃 安 義 弘
社外取締役 林 　 晃 史

株主名 持株数 持株比率
三菱電機株式会社 2,286,400株 11.21%
KBL EPB ORDINARY ACCOUNT 107501 888,700株 4.36%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 785,900株 3.85%
刈田耕太郎 536,244株 2.63%
徳永耕造 499,400株 2.45%
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140030 490,000株 2.40%
帝国電機取引先持株会 420,500株 2.06%
江頭憲治郎 419,952株 2.06%
株式会社三井住友銀行 410,000株 2.01%
入江慶次郎 400,000株 1.96%

（注）持株比率は自己株式（12,750株）を控除して計算しております。

所有者別株式分布状況

所有者別株主分布状況

個人・その他
9,291,135株
（45.57％）

個人・その他
5,794名
（96.36％）

金融商品取引業者
417,092株
（2.05％）

金融商品取引業者‌35名
（0.58％）

外国法人等
3,833,141株
（18.80％）

金融機関‌31名（0.51％）

その他の法人
3,467,020株
（17.01％）

その他の法人‌72名（1.20％）

（注）自己株式
　　（1名12,750株）を
　　控除しております。

金融機関
3,379,000株
（16.57％）

20,387,388株

6,013名

外国法人等‌81名（1.35％）

四半期連結財務諸表 会社情報／株式情報

（注）  「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当第2四半期連結累計期間より、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としており、前第2四半期連結累計期間についても科
目名を統一しております。
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